
　立地適正化計画では、用途地域内のなかで「都市機能誘導区域」と「居住誘導区域」を定め、防災・
減災にも配慮した都市機能や居住地の立地誘導を図っていきます。

　南魚沼市立地適正化計画は、令和３年度～令和５年度の３か年で策定していきます。
令和３年度は、市の現状と将来の見通しを把握するための基礎調査を主に行いました。
令和４年度は、現状と将来の見通しにおける都市構造上の課題整理や、めざすべき都
市の構造などについて検討を行う予定です。
　なお、令和３年度に実施した、市民アンケート調査の結果は、市ウェブサイトで公
表しています。右のQRコードからご覧いただけます。

　立地適正化計画で定める事項

　立地適正化計画の検討の流れ

令和３年度 令和４年度 令和５年度

現状や将来の見通しにお
ける都市構造の分析　　

現状や将来の見通しにおけ
る都市構造上の課題の整理

誘導施策の検討

防災指針の検討

目標値・評価方法の検討

パブリックコメント

計画の策定

都市機能誘導施設・区域の検討

居住誘導区域などの検討

めざすべき都市の骨格構造、
まちづくり・課題解決方針の
検討

市民アンケート調査

現状や将来の見通しにお
ける都市構造上の課題の
抽出　　　　　　　　　

コンパクトなまちづくりのイメージ

（※出典：改正都市再生特別措置法等について（国土交通省）P25）

立地適正化計画区域
（都市計画区域）

用途地域

居住誘導区域

生活サービスなどが持続的に確保され
るよう、居住を誘導する区域

都市機能誘導区域

都市機能を誘導し集約することにより、
各種サービスの効率的な提供を図る区域

都市機能誘導区域内に立地を誘導
すべき都市機能増進施設を設定

（例）庁舎、相当規模の商業施設、
　　総合福祉センター、子育て支
　　援施設、銀行・信用金庫、病
　　院、図書館 など

誘導施設
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